
20 日本大

　 
 
 


 
 

 
   


 
  

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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21 自治医科大

　 



 

 

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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22 金沢医科大

　実数が    を満たしている。このとき     ア および

     イ となるので     ウ を得る。

また     エ  オ である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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23 慶應大

　ゼロでない実数が関係式 

  および 


  をみたしているとき

 である。
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-23-



24 慶應大

　不等式      


     を満たすの値の範囲は

 である。
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25 昭和大

　不等式     をすべて満たす整数の値を求めよ。

　答

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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26 自治医科大

　関数  
   



 
      は正の実数 はのとき最小値をとる。

の値は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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27 東邦大

　における関数   


  


  



の最大値は であ

る。

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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28 関西医科大

　とする。このとき関数 


      は にお

いて最大値 をとり において最小値 をとる。

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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29 自治医大

　  は桁の整数である。  の桁数を  で表すときの値は であ

る。ただしは自然数とする。

　医学部　単元別　小問即解演習　（指数対数関数）
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